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出
石
地
域
の
小
坂
地
区
は
、出
石
町
の

北
部
に
位
置
し
、行
政
区
は
13
区
あ
り

ま
す
。農
地
は
約
３
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、出
石
川
を
挟
ん
で
南
北
に
広
大
な
平

坦
地（
標
高
差
２
メ
ー
ト
ル
程
度
）で
水

稲
を
中
心
に
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
石
川
の
南
側
に
お
い
て
は
、片
間
区

か
ら
鳥
居
区
ま
で
山
裾
に
獣
害
防
護
柵

が
設
置
さ
れ
、被
害
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
お
い
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、担

い
手
農
家
が
あ
り
、遊
休
農
地
は

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
後
は
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
は
、ま
す
ま
す
加
速
し
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　

農
道
、用
排
水
路
の
維
持
管
理
作
業

（
特
に
草
刈
、水
路
の
泥
上
げ
等
）は
、農

業
者
以
外
の
地
区
の
方
々
の
負
担
を
軽

減
し
、作
業
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、老
朽
化
し
た
用
排
水
路
の
更
新
や
、

排
水
路
の
パ
イ
プ
化
は
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。作
業
し
や
す
い
農
地
を
作
る

こ
と
も
、遊
休
農
地
を
作
ら
な
い
よ
う
に

す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
な
り
、ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、農
業
者
・
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、地
域
農
業・農
地
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

川
﨑　

重
雄
）

　

私
が
担
当
し
ま
す
但
東
地
域
の
「
合
橋

地
区
」
は
4
つ
の
旧
小
学
校
区
が
あ
り
、

行
政
区
は
16
区
あ
り
ま
す
。
農
地
は
約

３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
主
に
水
稲
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
主
な
作
物

と
し
て
は
ピ
ー
マ
ン
、
大
豆
、
ソ
バ
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
と

し
て
、
ま
ず
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
地
域
の
農
地
の
状
況
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
合
橋
地
区
の
遊
休
農
地

の
場
所
を
、
図
面
を
参
考
に
現
況
を
少
し

ず
つ
見
て
回
り
ま
し
た
。
感
じ
ま
し
た
こ

と
は
、
営
農
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
区

や
、
農
地
を
含
め
多
面
的
交
付
金
事
業
等

に
取
り
組
ま
れ
る
区
は
、
農
地
の
保
全
管

理
・
利
用
も
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
40
年
程
前
か
ら
シ
カ
の
増
頭
に

よ
る
被
害
が
始
ま
り
、
現
在
で
は
イ
ノ
シ

シ
、
カ
ラ
ス
な
ど
鳥
獣
害
の
被
害
が
ひ
ど

く
、
栽
培
意
欲
に
も
影
響
す
る
状
況
で

す
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

補
助
事
業
を
活
用
し
て
「
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
」
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
少
し
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
に
な
り
２
年
目
で
す
が
、
昨

年
は
農
業
者
年
金
の
加
入
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
も
あ
り
、
該
当
者
を
訪
問
し
ま
し
た
。

農
業
者
に
と
っ
て
良
い
制
度
で
関
心
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
加
入
を
勧
め
ら
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

み
、
遊
休
農
地
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

農
家
の
方
や
地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
な

が
ら
農
地
の
管
理
、
利
用
促
進
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

千
原　

武
敏
）

頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No.9

川﨑推進委員
小坂地区

大原農業委員
小坂地区

大谷農業委員
資母・合橋地区

千原推進委員
合橋地区

片間峠より小坂平野を望む

畑・水石地区農地

特産農産物の紹介
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おいしそうに育ったシイタケ

菌床シイタケ棚

特産農産物の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの特産農産物を皆さんに知ってもらい、地域農業の振興に役立ててもら
うため、この特集を行っています。今回は“菌床シイタケ”です。

Part8

　　

日
高
町
猪
爪
に
お
住
ま
い
の
吉
岡
友
和

さ
ん
は
、
猪
爪
集
落
の
南
側
に
あ
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の

野
菜
栽
培
の
ほ
か
、
平
成
22
年
頃
か
ら
菌

床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
も
始
め
ら
れ
、
徐
々
に

生
産
規
模
を
拡
大
し
、
日
高
の
特
産
農
産

物
と
し
て
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
内
部
は
、
も
う
一

重
の
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
て
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
保
温
が
徹

底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
と

そ
の
上
の
洗
面
器
の
お
湯
で
温
度
と
湿
度

の
調
節
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

格
子
状
の
棚
に
は
、
約
１
０
０
０
個
の

菌
床
を
並
べ
て
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
毎
日

の
手
入
れ
や
収
穫
が
大
変
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
組
合
が

あ
り
、
共
同
で
菌
床
を
作
り
、
各
組
合
員

が
自
分
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
つ
の
菌
床
（
１
年
間
栽

培
）
で
６
回
か
ら
７
回
シ
イ
タ
ケ
が
収
穫

で
き
る
そ
う
で
、
８
回
以
上
収
穫
す
る
と

採
算
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
積
雪
が
何
回

も
あ
り
、
温
度
の
管
理
に
大
変
苦
労
し
た

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
岡
さ
ん
の
シ
イ
タ
ケ
は
、
近
く
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
農
家
棚
と
し
て

販
売
さ
れ
、
安
く
て
お
い
し
い
と
評
判
で

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

（
農
業
委
員　

和
田　

敏
明
）

菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培

農地法等の申請受付日について
　申請受付は、毎月１日から５日です。

（最終日の５日が休業日の場合は翌開庁
日）2021年5月の申請受付日が5月6日

（木）のみとなるため、4月30日（金）を
追加します。

月 申請受付日
4月 1日㈭、 2日㈮、 5日㈪
5月 4月30日㈮、 6日㈭
6月 1日㈫、 2日㈬、 3日㈭、 4日㈮、 7日㈪
7月 1日㈭、 2日㈮、 ５日㈪
8月 2日㈪、 3日㈫、 4日㈬、 5日㈭
9月 1日㈬、 2日㈭、 3日㈮、 6日㈪



地産地消・食農教育の推進「大根カレー食べたいなあ」
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　今年度も地産地消と食農教育を推進するため、農
業委員、農地利用最適化推進委員は、大根づくりと
収穫のお手伝いに豊岡市立「港認定こども園」に行っ
てきました。
　昨年９月15日、まだまだ暑い日差しの照り付ける
中、港認定こども園のくじら組（５歳児）、いるか組

（４歳児）の子ども達は、大根の種を蒔きました。春
に植えたスナックえんどうやジャガイモ、初夏に植
えたカボチャやサツマイモは、シカの食害で葉っぱ
が食べられてしまい、思うような収穫とはならなかっ
たので、今度は大きく育ってほしいと願っているよ
うでした。
　農業委員会からは５名が参加して、畑の畝づくり
や周りの獣害防止網を整えて子ども達を迎えました。
　小さな手のひらに大根の種を３粒ずつ受け取り、
落とさないように慎重に種を蒔いていきました。「２
か月後、11月15日くらいには大きな大根になります
よ」との岩本推進委員の言葉に「２か月で収穫でき
るの」とおどろきながら、みんなで収穫の日を楽し
みに待つことになりました。
　そして11月27日、予定より少し遅れましたが、い
よいよ大根クッキングの日を迎えました。まずは、畑で丸々と太った大根をひとり１本ずつ収穫し、
園舎まで運びます。
　今回のメニューは、「大根カレー」「大根と柿のサラダ」「大根もち」の３種類。種蒔きのときから
みんなが食べたいと話していた「大根カレー」がメイン料理です。どのメニューにも「大根の葉っぱ」

を使います。
　「大根」は栄養価が高く「野菜の王様」と称され、
葉も皮も捨てるところなく利用できます。また、
気温が下がる冬の時期は、野菜の体内のでんぷ
んが糖に変化するため、いっそう甘みが増して
美味しくなります。お代わりする子どももいて、
みんなで美味しくいただきました。
　この日には玉ねぎの苗も植えました。４月か
ら年長児になる「いるか組」の子ども達が中心
になり、苗を１本ずつ大切に「おおきくな～れ！」
と声をかけながら植えていきました。無事に冬
の寒さを乗り越えて、春の収穫を待ちます。　

（農業委員　高尾　利美）

「大きな大根もてるかな？」

「大根からどうしてお餅になるの？」

「おいしそう！いただきま～す！！」



⑤　とよおか農業委員会だより　2021. 3.25

農地の賃借料情報
　2020年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借（借賃が有料のもの）における賃借料水準（10
ａ当たり）は、以下のとおりです。
　この金額はあくまで参考です。これを目安に土地の広さ、形状、水利等各種条件を考慮し、賃貸借
当事者間で賃借料を決めてください。

【この表の見方】
１　抽出筆数は、賃借権が設定されたものから、標準的な賃借料を算出するため、全体の平均値±（平均値×0.7）

を超えるものを除いています。
２　借賃を現物で定めている場合は、60kg当たり13,400円で換算しています。
３　金額は、100円単位に四捨五入しています。
４　参考のために使用貸借（借賃が無料のもの）の筆数もお知らせします。
５　畑については事例が少ないため算出していません。

2021年2月24日　豊岡市農業委員会■田（水稲）

締結（公告）された
地域名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆　数

（借賃が有料）
使用貸借筆数

（借賃が無料）

豊　岡 　11,100 20,000 4,500 109 596
城　崎 － － － － 1
竹　野 6,200 6,700 6,000 13 45
日　高 8,900 13,400 3,000 160 341
出　石 6,200 10,000 2,000 150 107
但　東 6,100 6,700 5,000 3 129

（参考）全域平均 8,400 435 1,219

（単位：㎡）
【12月末現在】

地域名 2019年度
遊休農地 増　加 減　少 2020年度

遊休農地

豊　岡 　149,772 0 16,669 133,103
城　崎 40,672 614 1,118 40,168
竹　野 189,722 3,746 2,602 190,866
日　高 240,991 25,021 26,397 239,615
出　石 176,511 15,342 11,032 180,821
但　東 130,531 11,744 1,854 140,421
合　計 928,199 56,467 59,672 924,994

2020年度 遊休農地パトロール結果

※「増加」は不耕作耕地や1年以上管理されていない農地で、「減少」は耕作再開、自己保全など
で解消したものと山林・原野化したものや耕作再開が困難である等との理由で非農地判断を実
施したもの。（非農地判断した農地は、減少面積の内9,866㎡）

　農業委員会では、農地の利用調整の他に遊休農地の発生を未然に防止する活動にも力を入れています。
耕作できなくなった農地があれば、お早めに地元の農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談ください。
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きばっとんなる人らぁ○44 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

伝統野菜を守り続ける
吉谷 俊郎さん（日高町赤崎）

　地域に伝わる優れた伝統的な食文化の保護・
継承に危機感を持った「吉谷農園」の吉谷さ
んは、長年受け継がれてきた、その地域に土
着していた生物種(在来種)の野菜を守り続け
ています。
　現在は、進美ナス(白なす)を始め、八代オ
クラ・赤崎芋(サトイモ)・大根・赤崎ネギ(白
ネギ)・キャベツ・マクワウリ・九条ネギなど
バリエーション豊かに種取りをされています。
　これら在来種をはじめ、ほとんどの野菜に
付加価値をつけるため、栽培期間中は農薬や
化学肥料を一切使用しない徹底した有機栽培
を追求し、15年ほどになります。平成20年頃
には、「ひょうご在来種保存会」の会長はじ
め、但馬の世話人さんが料理人などと共に農
園に来園。こだわり農家としての存在が広ま
り、様々な料理人・仲卸人が毎年のように各
地から、遠くは関東からも訪れています。
　来園者の中でも大変驚きだったのは、東京
から栄養学のカリスマ的存在の料理研究家が
来られ、吉谷さんが目指す農業の理念に大変
ほれ込み、以来５年半経った現在も使ってい
ただいているところです。
　近年は健康志向を考える人たちが増加して
おり、農薬、化学肥料は使用しない、超安全
で且つ美味しい野菜を提供し続けるのが自分
の使命であると話されていました。

（農業委員　大坪 豊）

ヒョウタン飾り作り
（遊休農地有効利用）

水嶋 明彦さん（日高町広井）
　水嶋さんは、水稲栽培の
ほか自宅近くのビニールハ
ウスで多くの野菜を栽培さ
れている専業農家です。近
隣の栗山区にある遊休農地
を利用して、ヒョウタンを
栽培されています。遊休農

地の解消のみならず、特産品を模索するきっ
かけとなればと、２年前から始められました。
ヒョウタンには品種が５、６種類あり、大き
さに応じて様々な飾りものを製作されていま
す。
　ＪＡたじまと「ヒョウタン飾り作り教室」
を企画され、講師として活動されています。
今年は新型コロナウィルス感染防止のため、
教室の開催が延期となりましたが、珍しい飾
りの製作教室の再開を期待されています。
　秋に収穫されたヒョウタンの飾り作りは、
①１か月から３か月の間、水の中に浸漬する。
②中肉が腐敗したら、水を吹き込んで中身を

完全に出す。
③十分乾燥させて、絵や装飾を施す。
④クリアースプレー（ニス）を吹き付け、さ

らに乾燥させる。
⑤文字を書く場合は、鉛筆で下書きしハンダ

ゴテで焼き付ける。
⑥ひもで装飾して完成です。
　ヒョウタンの植付
けから飾りの製作ま
で、忙しい農作業の
合間を縫って、地域
の活性化に繋がれば
と熱心に取り組まれ、
がんばっておられま
す。

（農業委員　和田 敏明）

水嶋さん

ヒョウタン飾り

出荷された農家棚の野菜の前で



　39歳までに加入し、農業所得が900万円以下で、以下のいずれかに該当する方は、通常2万円の保険料のところ、
実際支払う保険料は、それぞれ以下のとおりとなります。

（1） 認定農業者で青色申告している者
（2） 認定就農者で青色申告している者
（3） （１）又は（2）の者と家族経営協定を結んで経営参画している配偶者・後継者
（4） 認定農業者又は青色申告者で3年以内に（１）になることを約束した者
（5） 35歳まで（25歳未満は10年以内）に（１）になることを約束した後継者

豊かな老後に備えて

に加入しましょう！

支援要件と月額保険料 ※支援期間は通算で最長20年間（うち35歳以上の期間は最長10年間）

農 業 年者 金
1

2

3

4

5

政策支援を受けるとこんなにお得！

国庫補助があるため960万円の積立が の自己負担で実現

+

20歳から40年間単純に積み立てた場合

60歳

1万円（35歳未満）、1万4千円（35歳以上）

1万4千円（35歳未満）、1万6千円（35歳以上）
1万4千円（35歳未満）

20歳

2万円×12ヶ月×40年間=960万円

以下の要件を満たせば、毎月の積立2万円が1万円の自己負担で済みます！ 216万円も
お得！

744万円

国庫補助（1万円） 国庫補助
（6千円）

保険料（自己負担）
1万円

保険料
（自己負担）
1万4千円

保険料（自己負担）
2万円

運用益
（保険料と国庫補助分を基金が運用）

直近10年間の運用利回りの平均は
3.47％（令和2年6月末現在）

運用期間：20歳～65歳60歳40歳35歳20歳

政策支援を受けない場合でも、納付された保険料は、農業者年金基金が安全性と一定の利回り
の確保を目指して運用します。

年間60日以上農業に従事し、60歳未満の国民年金第1号被保険者（国民年金の保険料納付免
除者は除く）であれば、誰でも加入できます。

保険料は月額2万円～6万7千円の間で自由に決めることができます。

税制面で大きな優遇措置があります。※世帯員全員の保険料が社会保険料控除の対象となります。

※直近10年間の運用利回りの平均は3.47％です。ただし、これは過去のものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。運用結果により、年金原資が保険料納付総額
 （元本）を下回る可能性もあります。

農業者年金のご相談については、お近くの農業委員会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp
【お問い合わせ先】独立行政法人農業者年金基金 専門相談員（TEL:03-3502-3199）

農業者年金基金

⑦　とよおか農業委員会だより　2021. 3. 25
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全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

　
地
球
温
暖
化
が
進
ん
だ
の
か
、近
年
は
春
先
の
低
温
や
、

集
中
豪
雨
、夏
場
の
高
温
な
ど
異
常
気
象
が
、農
作
物
の
生

育
に
た
い
へ
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。昨
年
も
収
穫
量

の
減
少
や
品
質
の
低
下
が
発
生
し
、コ
シ
ヒ
カ
リ
の
１
等
比

率
は
約
50
％
と
な
り
、農
家
所
得
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
外
食
産
業

の
需
要
の
減
少
で
米
の
需
給
緩
和
が
す
す
み
、価
格
が
下
が

っ
て
お
り
、令
和
３
年
産
の
米
価
に
つ
い
て
も
下
落
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
国
民
の
食
料
生
産
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の
作
物

を
生
産
す
る
農
地
を
守
る
た
め
、私
た
ち
は
農
業
者
の
皆
さ

ん
と一緒
に
な
っ
て
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
活
動
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
様
の
ご
協
力
と
応
援
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。こ
の
但
馬
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
子
ど
も
達

に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、こ
の
農
業
委
員
だ
よ
り
の
作
成
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。至
ら
な
い
点

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（編

集
委
員
長　
仲
川 

弘
之
）

農委だより第48号は私たちが担当しました。
後列左から　和田委員、上坂委員、大谷委員、大坪委員
前列左から　高尾委員、仲川委員、中島委員

出石の“皿そば”表紙について

　"出石"と言えば、"皿そば"ですが、その写真だけ
では、物足りない。そこで、"ソバ栽培"はと相談
すると、出石町の口小野地区などで、ソバを栽培
されている中務喜紹さんを紹介され、取材させて
いただき苦労話もお聞きすることができました。
　一般的には、夏に種を蒔けば、肥料も少しで済み、
約３か月で収穫でき、比較的栽培は容易と思われ
ています。しかし、栽培歴16年の中務さんは、全
滅の経験もしたとのことです。
　但馬でのソバ栽培はそう簡単でなく、土地に合っ
た品種を経験から探り出し、もともと水捌けの良
い土地か、水捌けを良くした土地に、盆明け頃に
種を蒔き、10月末の適時に刈り取りをします。ソ
バは湿害に弱く、台風など大雨や強風から、ソバ
を守るには大きな苦労があるとのことです。「ソバ
栽培は簡単ではないが、栽培の条件を共有し栽培
仲間を増やしていきたい」と決意も話されました。
　こんな苦労のお陰もあって、おいしい"皿そば"
が食べられる幸せを感じました。　　　　　

（農業委員　中島　覚）

〜「挽きたて、打ちたて、茹でたて」で召しあがれ〜

ソバの花が満開

いよいよ収穫のとき


